
	 霊山町下小国	 event

伊達の桃を収穫から味わう
道の駅近くの農園で収穫体験8/9

(日 )

伊達の果物を多くの人に楽しんでもらおうと、株
式会社りょうぜん結と道の駅伊達の郷りょうぜ

んが協同で企画したものです。今年は人数制限などの
対策の中、８月２日、９日、１６日の３日間に分けて
行われ、市内外の家族が参加しました。
　参加者たちは、霊山町下小国の森藤いつ子さんの桃

畑 で「 あ か
つき」の収穫
を体験しまし
た。子どもた
ちは大きな桃
を見つけて
は、楽しそう
に桃を収穫し
ていました。

	 保原中央交流館	ほか	 training

各地域で備える
感染症対応型避難所設置訓練７/31

(金 )

毎年実施している伊達市防災訓練が新型コロナウ
イルス感染拡大防止の観点から実施困難である

ため、個別訓練として、5地域に分かれて新型コロナ
ウイルス感染症に配慮した避難所の設置、運営訓練を
行いました。感染症に対応した避難所として、受付で
検温や健康状態を確認するなど、初動期や避難所が長

期化した場合
の対応を学び
ました。
　訓練には、
市民の皆さん
160 人 の ほ
か、市職員ら
が参加しまし
た。

	 保原町産業振興会館	 course

障がいと共生できる社会に
手話奉仕員養成講座開講８/5

(水 )

手話の普及と手話の使いやすい環境づくりを整
えるため、手話奉仕員養成講座を開講しまし

た。今年度は 11 人が参加。来年 3 月まで入門編
18講座、基礎編22講座を行います。この講座では、
手話のできる市民と手話奉仕員の養成を図り、障
がいと共生できる社会の実現を目指します。平成

27 年より始
まり、これま
でに 81 人が
受講を修了。
今年度は 27
人が伊達市
手話奉仕員
に登録しま
した。

	 道の駅伊達の郷りょうぜん	 installation

県内初！
紙おむつの自動販売機を設置８/1

(土 )

子育て応援の一環として、いつでもおむつを衛生
的に購入できるように、県内で初めて紙おむつ

の自動販売機が設置されました。これまで夜間の対応
ができませんでしたが、今後は 365 日、24 時間、購
入できるようになりました。道の駅の酒井支配人は
「子育て世帯を応援していきたいです。」と話しました。

早速利用した
長南彩乃さん
は「急に紙お
むつが必要に
なってしまっ
たので助かり
ました。」と
笑顔で答えま
した。
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